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「唐長」所蔵史料による京唐紙の研究
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建物 ・住宅の室内を装飾する材料の1つ に 「唐紙」という壁紙がある。現在,唐 紙は京庸紙と江戸からかみの2系 統に

分けられている。京都にある 「唐長」では,京 唐紙を寛永年間(1624-1643)か ら,今 もなお,家 業 として製作 しつづけて

いる。この 「唐長」には,江 戸時代から伝わる史料群 『千閏家文書』がある。約400年 におよぶ 「唐長」の歴史の中で,

目本住宅における唐紙の需要 と供給は様々に変化 してきた。そこで,本 研究助成では,『千田家文書』を整理するとともに,

時代により唐紙の需要が変化 した際,「唐長」の経営 ・販売形態にどのような変化があらわれたのかを明らかにした。
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Karakamiisonetypeofinteriormaterialthatdecorateswallinsideofbuildingandresidence.TherearetwotypesofKarakami,that

havebeendevelopedinKyotoandEdo.KarachoinKyotoisafamilyshopthatwasbuiltinKaneiperiod(1624-1643).Karacchohas

kepthistoricalSendafamilydocumentsfromEdoera.DemandandsupplyofKarakamihavebeengraduallychangedin400year

historyofKaracho.Withthisresearchfunding,Sendaidadocumentshavebeeninvestigatedtorevealthechangeinsalesandbusiness

managementatKaracho.

1.1は じめに

建物 ・住宅の室内を装飾する材料の1つ に 「唐紙」 と

いう壁紙がある。「唐紙」とは,板 木に彫 られた文様 を多

色刷 りした装飾料紙で,平 安時代中期 に中国人陸から伝

わった とされている。元々は,御 経や詠を書 くための装

飾料紙であった。 しかし,時 代 を経るにつれて,建 物 ・

住宅の内部空間を仕切る装置である屏風 ・建具 ・壁 を装

飾す る紙 として用い られ るようになった。

これまでの研究により,目 本住宅における唐紙の用例

がいくつか明 らかにされてきた。例えば,中 ・近世の絵

巻物 に描かれたL層 階級の住宅の襖 ・壁には,色 鮮やか

な障壁画が描かれ るとともに,文 様が多色刷 りされた唐

紙が多数川い られていることが明 らかとなっている注1)。

また近世には天皇の内裏をは じめ公家 ・武家などの上

層階級の住宅で多用 されていた注2)。また,主 査が長年に

亘 り継続 して研究 を続けている徳川幕府 の江戸城諸御殿

において,唐 紙は壁や襖に用いられるだけでなく,主 人

が日常生活 を送る奥向建物の天井に多用 されたことを明

らかに してきた注3)。委員の 一人である斎藤が昭和の大修

復に関わった桂離宮においても,様 々な文様の 「唐紙」

が襖に多用 されていることは周知のことであろ う。桂離

宮に代表され る近 田:および近代の住宅遺構からは、時代

により様々な唐紙が川いられてきたことがわかる。

「唐紙」は,板 木または型紙に彫 った連続文様 を雲母

や顔料 を用いて多色刷 りした装飾料紙である。まず,板

木に 「ふるい」 と呼ばれる道具を川いて顔料をまんべん

なくつけ,地 となる和紙を板木にのせ手で柔 らかく包む

ようになでて摺る。「ふるい」とは薄板を曲げて円状に し

た枠に布を貼 ったもので,こ の布の表面に顔料を付ける。

「唐紙」の地となる料紙は,和 紙そのままの色 を用いる

場合 と様々な色に着色 した和紙を川いる場合 とがある。

この 「唐紙」を口本で唯一,江 戸時代か ら変わ らぬ手

順で作 り続けている 「家(家 族)」 に 「唐長」がある。「唐

長」は,京 都市内に住暑兼店舗 と唐紙を製作す るための

工房を持ち製作を続 けてきた。現在 も,11代 目当主千円

堅吉・同女将郁 了氏とその家族により製作を続 けている。
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しょくあきんど

千閏家では 「職 商人」と言って,単 に唐紙を製作する

だけでなく,そ の製品の販売 も自ら行ってきた。その販

売方法は,当 主や一般の人々の住宅に対する考え方の変

化に対応す る形で変えてきた。

「唐長」には,江 戸時代から伝わる文書群 『千 田家文

書』がある。

『千円家文書』 については,こ れまでに,久 米康生に

より断片的に紹介 されてきたが注4),そ の全貌 について

は明らかにされていなかった。

なお,「 唐長」には 『千田家文書』の他に,「 唐紙」製

作時に川いている板木約650枚 を所有 し,現 在も唐紙製

作の際に用いている。 これ ら板木については岡本匡史に

よる調査 ・研究がある注5)。

1.2研 究 目的

「唐 長 」 は,寛 永 年 間(1624-1644)に 京 都 ・東 洞 院

三 文 字 町 で創 業 して 以 後,数 回 の 引越 しや 京 都 市 郊 外 に

店 舗 と は別 に 工 房 を作 る な ど して い る 。『千 田家 文 書 』は,

これ ら 引 っ 越 し過 程 に お い て分 散 して しま っ て い た 。 そ

こ で,本 研 究 の 開 始 に伴 い,十 一 代 当 主 夫 妻 が,こ れ ら

分 散 し た 文 書 類 を 「唐 長 」 本 店(京 都 市 左 京 区修 学 院 水

川 原 町36-9)の 一 カ 所 に 集 め た 。 当初,集 め られ た 『千

閏 家 文 書 』 は 段 ボ ー ル 箱1箱 に 収 ま る 量 で あ っ た。 しか

し,11代 目 当主 夫 婦 が,さ らに 京 都 市 内 に あ る 千 田 家 の

荷 物 置 き場 と して い た マ ン シ ョ ン の 中 を 整 理 され,当 初

の研 究 助 成 期 間 が満 了 とな る2017年10月 に,新 た に段

ボ ー ル 箱 お よび 木 箱10箱 分 の 文 書 類 が 見 出 され た 。こ の

た め,本 研 究 助 成 を2年 間延 長 させ て 頂 き,『千 田家 文 書 』

を整 理 した 。本 研 究 助 成 に よ っ て整 理 した 『千 田家 文 書 』

の 史 料 数 は1179点 で あ る。

『千 閏 家 文 書 』 の 整 理 に あ た っ て は,ま ず 一 箱 ご と に

史 料 番 号(例:箱 番 号一〇1)を 振 り、史 料 名 ・年 紀 ・寸 法

な ど を 取 り 日録 デ ー タ ー を 作 成 し た 。 日録 デ ー タ ー は

EXCELに ま と め た 。 史料 の 中 に は,木 箱 の 中 に複 数 の 史

料 が 入 っ て い る もの や 複 数 の 史 料 が紙 繕 りで ま とめ られ

て い る も の が あ っ た 。 これ らに つ い て は,ひ と ま とま り

の 史 料 で あ る こ とが 分 る よ う元 番 号 に 枝 番 号(例:箱 番

号一〇1-01)を 付 け た 。 本 稿 中 に お い て 記 載 して い る 史 料

番 号 は,本 研 究 助 成 に よ り作 成 した 本 目録 に 依 っ て い る 。

ま た,主 要 な 史 料 に つ い て は研 究 協 力 者 に よ りデ ジ タル

撮 影 した 。 さ ら に,『T田 家 文 書 』 の構 成 を把 握 す る た め

に,史 料 一 点 一 点 に つ い て,「 家 族 」 「唐 長 」 「注 文 」 「三

文 字 町 」 な ど,幾 つ か の キ ー ワ ー ドを 挙 げ,こ れ らキ ー

ワー ドの 関 連 を整 理 した 。

この 結 果,『 千 田家 文 書 』 は,イ;「 唐 長 」 の 経 営 に 関

わ る 文 書 類(唐 紙 の 注 文 書 ・見 本 帳 や 経 営 記 録),ロ;東

洞 院 二 文 字 町 の 自治 に 関す る文 書 類,ハ;千 田家 家 族 の

記 録 の 三要 素 か らな る。 これ ら 三要 素 は 独 立 し た も の で

はなく強い相関関係がみ られる。

なお,『 千田家文書』は所有者の意 向で,当 而,非 公

開である。

本稿では,『 千田家文書』を通 し京都の唐紙屋 「唐長」

の歴史を紐解 くことで 日本住宅に川いられた京唐紙の需

要 と供給の実態を明 らかにすることを目的 とするために,

主に,イ;「 唐長」の経営に関わる文書類(唐 紙の注文書 ・

見本帳や経営記録)に ついて解題 を記す こととしたい。

2.「 唐 長 」 経 営 史

本 項 で は,『 千 閏家 文 書 』 か ら明 らか とな る 「唐 長 」の

歴 史 に っ い て 整 理 す る。

2.1「 唐長」歴代当主

先述のように,「唐長」は,初 代から現在のll代 目に

至るまで約400年 にわた り,日 本で唯一,「家」お よび 「家

族」によって唐紙製作の技術を保持 し継承 し続けてきた。

「庸長」の初代か ら当代 までの当主については,『 過

去帳写』(史料番号:箱Ol-05),『 天保十亥年二月より同

巳閏正刀迄年寄相預 り候節町内宗旨相帳面元文以来之帳

面有之候二付 当家宗旨書抜 申置候事尤此以来年々宗旨此

帳而二相記申置所肝要二候』(史 料番号:箱02-02,以 下

『宗旨拍帳面抜書』 と記す)に より明らかになる。千円

家の過去帳は,菩 提寺である浄十宗清水 山洗心院 ・法雲

寺(京 都市中京区河原町通二条Lる 清水町)に も遺 され

ている。

『過去帳写』は,嘉 永4年(1851)に8代 ・長右衛門

が法雲寺にある千田家の過去帳を書き写 したものである。

一方 ,『宗旨相帳面抜書』には,元 文年間(1736-1741)

以降の東洞院二文字町の住人の宗門改めのうち,千 田家

の家族 を 年 ごとに抜き書 きしたもので、その時々の家

族構成 と雇い人が記 されている。 千田家は,天 保10年

(1839)に,当 時店住 していた東洞院 三文字町の年寄 と

な り 「宗旨相帳面」管理す る立場 にあった。その際,自

分の家について抜き書きし,『宗旨拓帳面抜書』とし白家

に残 した。

『過去帳(写)』 によると,千 田家の先祖は,「(朱)

先祖川生ハ津国 ト相見江トモ何分年号 占キ事二付委細分り如

とく」と書かれていて,先 祖は 「津国」つまり現在の人

阪府北中部から兵庫県南東部の出身であるが,古 いこと

なので詳 しいことは分か らない とある。

その後,千 田家の先祖は京都へ出て御所を警備する北

面の武+と なったが,武+だ けでは生計を立てるのが難

しかった。 このため,初 代 ・千 田長右衛門が家計を助 け

るために副業 として庸紙を摺 り,家 計の足 しとしたこと

が始ま りである。

過去帳類 を元に初代 から当代 までの当主 をま とめる

と表2-1の ようになる。



表2-1「 唐 長 」 歴 代 当 主

当主の名前
家督継承前の

名前
家督継承年 隠店年 隠店名 没年

初代 千田 長右衛 門 一 一 一 一
貞享4年(1687)

2代 千田 長右衛門 一 一 一 一 延 宝7年(1679)

3代 千田 長右衛 門 一 一 一 一
享 保10年(1725)

4代 千田 長右衛門 一 一 一 一
寛 保2年(1742)

5代 千田 長右衛 門 長四郎 一 文化2年(1805) 長七 文 化4年(1807)

6代 千田 長右衛門 寅十郎 文 化2年(1805) 文 政13年(1829) 長七 天 保3年(1832)

7代 千田 長右衛 門 虎之助 文 政13年(1829) 長七 明 治16年(1883)

8代 千田 長右衛門 安之介 明 治16年(1883) 昭 和5年(1930)

9代 千田 廣次 昭 和5年(1930) 昭 和22年(1947)

10代 千田 長次郎 昭 和22年(1947) 昭 和51年(1976)
・ド成8年(1996)

ll代 千田 堅吉 昭 和51年(1976)

不明 空欄:該 当事項なし

千 口家 で は,初 代 か ら8代 日ま で は 家 督 を継 ぐ と代 々

「長 右 衛 門 」を 名 乗 っ て き た 。ま た ,初 代 か ら11代 ま で

の う ち,5代 ～7代 は 生 前 に家 督 を継 ぎ,生 前 に 次 代 に

家 督 を譲 る と 「長 七 」 と名 前 を 替 え 隠 暑 して い る。

9代 目は 養 子 で あ っ た こ と に よ り長 右 衛 門 を名 乗 ら

ず,以 降,10代 日 ・ll代 目 も長 右 衛 門 を 名 乗 っ て い な い 。

<史 料1>『 家 売 請 状 之 事 』(史 料 番 号:箱01-01)

家売請状之事

、東洞院二文字堺屋安兵衛屋敷負せ方衆中へ請取相

2.2「 唐 長 」 の 所 在 地

現 在,「 唐 長 」 本 店 と 工房 は,京 都 府 京 都 市左 京 区 修 学

院 水 川 原 田f36-9に あ る 。 同 所 に は,11代 目 当主 の 女

将 ・千 田郁 子 氏 が 経 営 す るIKUKOが 併 設 され て い る。 ま

た,11代 口 当主 の 家 族 で あ るT田 愛 子氏 プ ロデ ュ ー ス に

よ る 雲 母 唐 長(KIRAKARACHO)の 店 舗 が,京 都 府 京 都 市 下

京 区 水 銀 屋 町620コ コ ン 烏 丸1階 に あ る ほ か,京 都 市 内

に は 千 田家 に よ り唐 紙 を 製 作 して い る ⊥ 房 が 幾 つ か あ る、

『千 田 家 文 書 』 に よ っ て 「唐 長 」 の 所 在 地 が 明 らか に

な る 最 も 古 い 文 書 は,天 和 元 年(1681)に 記 され た 『家

売 請 状 之 事 』(史 料 番 号:箱Ol-Ol)<史 料1>で あ る 。

『家 売 請 状 之 事 』 に は,東 洞 院 三 文 字 町 で管 理 して い た

堺 屋 安 兵 衛 屋 敷 を 「か らか み(唐 紙)屋 長 右 衛 門 」 へ 永

代 売 渡 とす る に あ た り,長 右 衛 門 の身 元 を調 べ 、 身 元 に

問題 が な い た め 売 り渡 す こ とに な っ た 旨 が 書 か れ て い る、

「唐 長 」 は,昭 和45年(1980)ま で 同 地 に あ っ た 。

な お,本 調 査 に よ り,『 千 田 家 文 書 』 の 中 に,江 戸 時

代 の 東 洞 院 三 文 字 町 内 に お け る 家 屋 敷 地 の 売 買 に 関 す る

文 書 注6)と 絵 図,お よび 明 治 時 代 に な っ て か ら の 同 町 に

関 す る沽 券 図 を 見 出 す こ とが 川 来 た 注7)。 京 都 の 町 に 関

す る 文 書 群 は,「 饅 頭 屋 町 」を初 め と して 幾 つ か 知 られ て

い る が,東 洞 院 三 文 字 町 に 関す る史 料 が ま とま っ て い る

例 は な く貴 重 で あ る。

済中候処、衆中配分仕候二付、か ら紙屋長右衛 門 トヰ

仁永代売渡シ申候、此家屋敷二付何方 よりも掛かまL

少 も無御座候、若違乱申者御座候ハ ㌻何時成共衆中詐

人罷出、長右衛門御町中御年寄へ少 も御難 かけ不申、

御公儀様江罷出坪明、御町中へ弥御難かけ申間敷候、
曖

万 一如何様之儀出来候共衆中請人罷出相暇 可中し候,

少も違乱有間敷候、以為後 日一札如件

天和元年辛酉極月朔 日

さかい町通道祐町近江圧

請人 喜兵衛唖

烏丸通七観音町

同 松屋 三九郎亘

衆中

中屋長右衛F[

紙屋小左右衛FF

いせや加兵偉

他外二 拾弐ノ、

二文字町

御年寄

宗 三老

御町中 参

*下 線 は筆者 による。



2.3「 唐長」の経営史

『千田家文書』 を概観すると,「唐長」は,創 業以来,

社会の出来事や変化を受ける形で,そ の経営に幾つかの

大きな転機があった事が明 らかとなる。そこで,本 項で

は社会の出来事や変化 と 『千田家文書』 とを対応 させな

がら,「唐長」経営史の一端 を整理する。

2.3.1天 明 の 大 火

先 述 の よ うに,「 唐 長 」は 寛 永 年 間 に創 業 した が,天 明

8年(1788)1月30日 に発 生 した 天 明 の 大 火 に お い て,

それ ま で の 「唐 長 」 が所 有 して い た板 木 の ほ とん どを 焼

失 した と伝 え られ て い る 。

一 方
,天 明 の 大 火 後 の 「唐 長 」の経 営 を示 す も の に 『天

明 以 来 棚 下 候 相 帳 』(史 料 番 号:箱01-02)<史 料2>が

あ る 。 これ に よ る と,天 明 の大 火 前 の 残 金 と大 火 後 の 寛

政3年(1791)正 月 ～6年(1797)の,年 ご と の棚 卸 状

況 が 記 され て い る 。 同 史 料 に は,唐 紙 お よ び 唐 紙 を 製 作

す る 上 で必 要 な材 料 の在 庫 も記 され て い る。

この うち,天 明 の 大 火 後,最 も新 しい 記 録 は 寛 政3年

の も の とな る。 寛 政3年 の 記 録 に は,「 次 唐 紙3950枚 」

を は じ め 「寸 延 奉 書 」 「花 色 間 合 」 「青 土 佐 」 な どの唐 紙

を摺 る た め の 紙 類,「 紺 青 」「朱 土 」「黄 土 」 「黒 」「胡 ふ ん 」

「布 の り」 な ど,唐 紙 を 摺 る た め に必 要 な顔 料 を 始 め と

す る 材 料 が 列 挙 され て い る。 こ の こ とか ら,「 唐 長 」 は,

天 明 の 大 火 の 罹 災 か ら3年 後 に は 経 営 を 復 興 させ て い た

と推 測 す る こ とが で き る 。

<史 料2>『 天明以来棚下候拍帳』(史料番号:箱01-02)

「寛政3年 」冒頭部分

<史 料3>『(薬 品買入数売捌高概数)』(史 料番号:箱1-34)

京都府管下

下京第四区東洞院三条下ル町

千田長右衛門

当酉六月

六拾六歳七月

一、文化元年甲子八月開店、初代長右衛門より当代

迄二代連続仕

<史 料4>『 売薬廃業届』(史 料番号:箱1-35)

一、 安圓湯 煎薬

右安圓湯、従前売薬罷在候処、当時御検査出願候得共,

此度廃業仕候二付此段御届 申上候

明治八年十月

下京第四区

東洞院通六角上ル三文字町

千 田長右衛門㊥

伍頭 上杉万助印

戸長

市田理三郎殿

*〈史料3・4>と も,下 線 は筆者による。

兼業の理由は 『千田家文書』か らは明 らかではないが,

天明8年 の天明の大火で板木の多くを失 った ことにより,

「唐紙」だけでは生計を立てていくのに困難な時期であ

ったことが想像され る。また,管 見の限 り,こ のよ うに

唐紙屋が薬種業を兼業 していた事例は,こ れまでの研究

には見られず,貴 重な例 と言える。

なお,『(薬 品買入数売捌高概数)』 には,「 安圓湯」を

調剤す るのに必要な薬品の購入数 ・額が列記 され,明 治

3年(1870)・4年(1871)の 売上概数が書かれている。

2.3.2薬 種 業 と の兼 業

「唐 長 」 は,唐 紙 と と も に薬 種 業 を 兼 業 し 「安 圓 湯 」

とい う妊 娠 薬 を販 売 して い た 時 期 が あ る。「安 圓 湯 」 とは

妊 婦 が 臨 月 の1日 目 と2日 目 に 服 用 す る 煎 じ薬 で あ る注

8)
。千 田 家 に は,「 安 圓 湯 」 の薬 袋 を摺 る た め の 板 木 も遺

され て い る 。

「唐 長 」 が,薬 種 業 を 兼 業 した 時期 につ い て は,『(薬

品 買 入 数 売 捌 高 概 数)』(史 料 番 号:箱1-34)<史 料2>

と 『売 薬 廃 業 届 』(史 料 番 号:箱1-35)<史 料3>に よ

っ て 明 らか と な る。 これ ら に よ る と,「 唐 長 」 は,文 化 元

年(1804)に 薬 種 業 を 開 始 し,明 治8年(1875)に 廃 業

した こ とが 明 らか に な る 。

2.3.3唐 紙 材 料 の 高 騰 と唐 紙 屋 の 「仲 間 」

天 保10年(1839)頃,京 都 に お い て 様 々 な 品 物 の物 価

が 高 騰 した 。 唐 紙 を 製 作 す るた め の 絵 具 ・布 海 苔 も 同 様

で あ っ た 。 『廻 章 』(史 料 番 号:箱Ol-20),『 廻 文 仮 覚 』

(史料 番 号:箱01-19)<史 料5-1,2>に よ る と,こ れ

に 伴 っ て,洛 中 の唐 紙 屋 数 軒 が 集 ま っ て,唐 紙 の 値 上 げ

交 渉 を お こ な っ て い る。

<史 料5-1>『 廻章』(史 料番号:箱01-20)

行事

天保十亥正月

右ハ近来地紙並諸色格別高直二付、甚以引合相成候二付、

則唐忠殿も初相談仕、其後唐清衛門殿初一統同シ右之趣

故,則 当正月二 日誓願寺中西林庵座敷へ一統集合いた し、



唐紙品々直段相究右連名 申合、尤家別也、此度三割増之

書付出候へ共、右拾弐軒相互二証文取為替等いたし、向

後正路二渡世 ・∫致候様留、亦再応西林庵へ同月十六 日 一
じぞ へ

統集合いた し

*下 線は筆者による。

『廻 章 』 は,2」`か らな り,天 保10年(1839)正 月

の年 紀 が あ る。

<史 料5-1>は,『 廻 章 』1」 表 に 書 か れ た も の で,天

保10年 正 月2日 ・16日 に,京 都 の 唐 紙 屋12軒 が 誓 願 寺

中 西 林 庵 座 敷 ・西 林 庵 に 集 合 し,相 談 のL,今 後 の 唐 紙

の値 段 を 「3割 増 し」 と した い 旨 を 商 人 の組 合 事 務 を担

当 して い た 行 事 へ 報 告 した 記録 で あ る 。

集 合 した12軒 の 唐 紙 屋 は,『 廻 章 』2丁 表 に よ る と,

井 筒 屋 茂 兵 衛,唐 紙 屋 治 郎 吉,加 世屋 喜 助,唐 紙 屋 忠 治

郎,嶋 屋 治 助,唐 紙 屋 茂 七,唐 紙 屋 長 右 衛 門,唐 紙 屋 源

助,唐 紙 屋 久 兵 衛,唐 紙 屋 治 助,唐 紙 屋 安 兵 衛,橋 屋 喜

衛 で あ る。

この 結 果,<史 料5-2>に み られ る よ う に,店 先 に,

「この 度,唐 紙 の 売 値 を3割 増 し」 の 内 容 を 店 先 に 貼 り

付 け る こ と と な っ た 。

<史 料5-2>

表店の礼之趣

口上

一 ,近 来元方地紙之義ハ不申及、絵具類布苔等5至 迄違

ひ軽諸色格別高値二相成、渡世難相成甚以難渋候二付同

職内 一統巾合、此度三割増御願 巾上候問、何卒此段御聞

済被成下、不相変御用向被仰付被下様偏奉希上候、已上

天保拾年亥TE月

唐紙衆中

御得意中様

*下 線は筆者による。

一 方
,年 紀 が な く年 代 は 特 定 で き な い が,『廻 文 仮 覚 』

(史 料 番 号:箱01-19)に よ る と,京 都 の 唐 紙 屋11人 が

複 数 回 集 ま り,唐 紙 の 「商 法 」 につ い て 相 談 し て お り,

紙 屋 仲 間へ も相 談 し た こ とが 記 され て い る。

2.3.3安 政6年(1859)の 営 業 上 り高 と販 売 先

『千 口家 文 書 』 にお い て 「唐 長 」 の 営 業 実 績 を示 す 文

書 の 初 見 は,『 覚(安 政 六=J])』(史 料 番 号:箱

07-13-21)<史 料6>で あ る。<史 料6>は,唐 紙 屋 長

右 衛 門 が,安 政6年(1859)3月 に,前 年 の 安 政5年(1858)

年1年 分 の 営 業 高 を いず れ か の 場 所 へ 提 出 した も の で,

唐 紙 の 売 り方 に 「地 売 」 と 「他 所 」 とが あ っ た こ とが 明

らか と な る 。

<史 料6>『 覚(安 政 六 年 三 月)』(史 料 番 号:箱07-13-21)

覚

、唐 紙 渡 田:

右亥午年壱ケ年分商高

東洞院通六角上ル町

唐紙屋長右衛門

銀二貫二i九 拾四匁壱分二厘

銭六白畠五拾四貫三白畠八拾四文

内地売 銀弐u,一一百八拾四匁四分五厘

銭六百四拾五貫七i文

内他所売 銀壱貫九匁六分八厘

銭八貴六百八拾四文

右之通御座候,以 上,

安政六年三刀

唐紙屋長右衛門㊥

*下 線 は筆者 による。

2.3.4明 治 維 新 と唐 紙 の 新 しい 製 作 手法

明 治 維 新 に 伴 っ て 西洋 文 化 が流 入 す る よ うに な る と,

襖 に 多 用 され る唐 紙 の 需 要 は低 くな り,唐 紙 産 業 が哀 退

して い っ た 。

こ う した 中 で,当 時 の 当 主 で あ る8代 目 ・長 右 衛 門 は,

新 しい 技 法 を 試 み,い くつ か の 博 覧 会 お よび 品 評 会 へ 自

身 の 作 品 を 川 品 して い る。8代 日 ・長 右 衛 門 が 出 品 した

博 覧 会 ・品 評 会 は,『 第 六 回 関 西 聡 合 府 縣 共 進 会 第 或 過

目一 類 出 品 目録 井 解 説 』(史 料 番 号:箱12-84-33),『(出

品 書 類 明 治33年6月11日)』(史 料 番 号:箱12-84-33),

『第 七 回 関 西 聡 合 府 縣 共 進 会23類 出 品 目録 弁 解 説 』(史

料 番 号:箱12-84-46)に よ り明 らか に な る。 い ず れ も,

関 西聡 合 府 縣 共 進 会 へ の 出 品 書 類 で あ る が,出 品 書 類 に

は 過 去 の 出 品 ・褒 賞 歴 を記 載 す る 項 目が あ り,関 西 聡 合

府 縣 共 進 会 以 外 へ の 川 品 歴 が 判 明 す る。 これ に よ る と,

8代 目 ・長 右 衛 門 は,「 明 治13年 京 都 府 博 覧 会 」,「明 治

28年 第41・i内 国 勧 業 博 覧 会 」,「京 都 物 産 品 評 会 」,「(明

治30年 」第6回 関 西 連 合 共 進 会 」,「第7回 関 西 連 合 共 進

会 」,「(明 治32年)全 国 意 匠 工 芸 博 覧 会 」 に 自身 の 作 品

を 出 品 して い る。特 に,「 第6回 関西 連 合 共 進 会 」 で は 四

等 に,「(明 治32年)全 国 意 匠 工 芸 博 覧 会 」で は 二 等 に 入

賞 した とい う記 述 が 見 られ る。

<史 料7>『(出 品 書 類 明 治33年6月)』 「審 査 請 求

ノ 着 眼 」(史 料 番 号:箱12-84-41)

従 来 普 通 之 庸 紙 ハ 襖 張 由1用二 付 兎 角 手 ニ ス レ,カ ベ

張 二 用 ヒ難 ク,因 テ 第 三号 品 ハ 手 ニ ツ カ ン ユ 丈 ニ テ

絵 具 ヲ 改 良 シ模 様 ヲ漆 ニ テ 押,カ ベ 張 用 二発 明 シ タ

ル 品 二 付,宜 ク審 査 ア ラ ン 事 ヲ希 望 ス

*下 線 は筆 者 に よ る 。



<史 料7>は,8代 目 ・長右衛 門が何 らかの博覧会 ・

品評会に川品 した際の書類の断片で,自 作の審査請求に

あたっての着眼点を記 したものである。 これ によると,

自身の出品作品について,顔 料で摺る唐紙は襖紙にする

と手で擦れて しまい壁紙には川いにくいので,絵 具を改

良して模様 を漆で押す方法を発明 したとある。漆押 しの

方法は 「唐長」独 自の手法で,現 在でも用いられている。

2.3.5明 治 時 代 の 営 業 上 り高 と業 種 名 の 変 遷

明 治 時 代 に お け る 「唐 長 」の 経 営 状 況 を示 す も の に 『営

業Lり 高 』 の 届 け 出 書 類 が あ る 。

『営 業 上 り高 』 の 届 は,明 治7年(1874)～ 明 治22

年(1889)ま で の も の で,明 治9年(1876)ま で は 年 度

ご と,明 治10年(1877)以 降 は 主 に 半 期 ご と に,唐 紙 の

売 り上 げ枚 数 と営 業 高 を 東 洞 院 三 文 字 町 管 轄 の 下京 区へ

提 出 して い る。(表2-2)

届 に よ る と,「 唐 長 」 の経 営 は,明 治14～15年 頃 に ピ

一 ク を迎 え る が
,そ の 後,停 滞 して い く こ とが 分 か る。

『営 業Lり 高 』に は 業 種 名 も記 され る が,明 治7～11年

ま で は 「形 紙 商 売 」 「唐 紙 形 商 売 」 「唐 紙 商 」 と記 され て

い る の に 対 し,明 治14年 以 降 に な る と 「唐 紙 卸 売 」 と記

され る よ うに な る。

ま た,後 述 す るが,大 正 時 代 の 注 文 簿 を み る と,「 鳥

の 子 」 「洋 紙 」 「モ ミ紙 」 な ど の紙 類 も取 り扱 っ て い る 。

こ の こ とか ら,明 治14年 頃 か ら,経 営 状 況 に よ り,唐 紙

製 作 に 加 え て 紙 類 を 表 具 店 な どへ 卸 す 業 態 も加 え た の で

は な い か と考 え られ る。

2.3.6大 正 時 代 に お け る 「唐 長 」 の 販 売 状 況

これ ま で 『千 田 家 文 書 』 に よ っ て 「唐 長 」 の 経 営 史 を

整 理 して き た 。 本 項 で は,実 際 に,取 引 され た 「唐 紙 」

が 明 らか に な る史 料 を挙 げ る。

「唐 紙 」 の 取 引 に 関 す る史 料 に は,注 文 ・納 品 書 類 と

帳 簿 類 とが あ る。 帳 簿 類 は,大 正 時 代 の も の で あ る。

表2-2『 営 業 上 り高 』 明 治7年(1874)～ 明 治22年(1889)

胴 届 け 川 日1雑 営'2Yriiin史 料 番 号

1 明 治7年1月 ～12月 明治7年12月 形紙商売 225円 箱12-04

2 明 治8年1刀 ～12J] 明治8年12刀 形紙商売 260円 箱12-04

3 明 治9年1月 ～12月 明治9年12月 形紙商売 250円 箱12-04

4 明 治10年1月 ～12月 明 治10年12月 唐紙形商売 270円 箱12-04

5 明治11年 前半 明 治12年8月18日 唐紙商 153円 箱12-04

6 明治11年 後半 明治12年1月 一 112円50銭 箱12-04

7 明治12年 前半 明治13年1刀 一 121円50銭 箱12-04

8 明治12年 後半 明治13年1月 一 119円 箱12-04

9 明治13年 後半 明治14年2月8日 151円25銭 箱12-04

10 明治14年 前半 明 治14年7刀290
一 150円 箱12-04

11 明 治14年12月 襖紙商

通称唐紙屋 と号ス

350円 箱12-04

12 明治14年 後半 明治15年2月 一 150円 箱12-04

13 明 治14年1月 ～12月 明 治15年6月16日 唐紙卸売 352円 箱12-04

14 明 治15年1.月 ～12月 明治16年2月 一 350円 箱12-04

15 明 治15年1.月 ～12A 明 治16年6月14目 卸売 300円50銭 箱12-04

16 明 治16年1月 ～12月 明治17年2月 288円 箱12-04

17 明 治16年1.月 ～12月 明 治17年5月25日 唐紙卸売 278円80銭 箱12-04

18 明 治16年1.月 ～6月 明 治16年9月25目
一 121円 箱12-04

19 明 治17年1刀 ～6刀 明 治17年10刀 唐紙卸売 150円10銭 箱01-08

20 明 治19年1.月 ～12月 明 治20年2月15目 唐紙卸売 170円 箱Ol-09

21 明 治20年1月 ～12月 明治21年1月 唐紙 80円 箱Ol-10

22 明 治21年1月 ～6月 明治21年8月 一 71円50銭 箱01-11

23 明 治21年12.月 明 治22年2月12目
一 68円50銭 箱01-12

24 明 治22年1月 ～6月 明 治23年8月12日 形紙商 78円60銭 箱Ol-13,14

25 明 治22年1月 ～12月 明 治23年1月18日 唐紙商 180円 箱Ol-15



① 注文 ・納品書類

注文 ・納品書類は,一 紙につき一件ずつ書かれている。

一紙の先頭に 「証」や 「覚」などと書かれた証書形式の

ものと千田長右衛門宛てに書かれた手紙 とがある。証書

形式のものは100点 以上あるが,そ の多 くは,数 枚の証

書が取引相手ごとに紙繕 りでまとめられている。しか し,

年紀が記 されていないものが殆 どである。

この うち,『(京 都ホテル宛納品書)』(史 料番号:箱07

-22-6)<史 料7>は ,京 都ホテル(現:京 都市中京

区河原町通 り二条下ル)に 「唐長」の唐紙を納めた書類

である。

京都ホテルは,明 治28年(1894)3月2日 に開業 し

た注9)が,<史 料8>に は明治36年(1902)と あること

から,こ の年,京 都 ホテルで模様替えが行われ,そ の際

に収めた唐紙に関するものではないかと考えられる。書

類によると 「唐長」が京都 ホテル に納 められた唐紙は,

青色地に大立脇(涌)形 を黄色で押 したものと,白 色の

洋紙に大雲形を雲母で押 したものの2種 類である。なお,

大正時代の唐紙の注文記録をみ ると,そ れまでの鳥の子

をはじめとする和紙だけでなく,京 都ホテルのよ うに洋

紙を用いた例が多 くみ られる。京都ホテルにおいて,こ

れ らの唐紙が どの場所に用い られたかは,明 らかではな

い。

<史 料8>

『(京都 ホ テル 宛 納 品 書)』(史 料 番 号:箱07-22-6)

記

、金弐拾五円 上地紙

、 金 弐 五 円

青地黄押

大立脇形

弐千五百枚

洋紙地

白地雲母押

大雲形

〆金参拾七 円

弐千枚

右之通売渡相也

三十六年十月五 日

京都ホテル御 中

東洞院三条町

千田長右衛門㊥

② 帳 簿 類

帳 簿 類 は,表2-3に 示 す 通 りで,横 帳 型 と冊 子 製 本 型

の2種 類 あ る 。

② 一1横 帳 型

紙 の 種 類 か ら,も と も とは 関連 す る一 綴 りに な っ て い

た の で は な か と考 え られ る が,現 状 は 大 正7～10(1918

～1921)年 ,大 正8年(1919),大 正8・9年(1919・1920),

大 正9・10年(1920・1921),年 代 不 明 の5部 分 に分 か

れ て い る。

注 文 簿 の 中 は,取 引店 ご と 日付 順 に 注 文 内 容 が 記 され,

そ れ ぞ れ の 注 文 内 容 に は,注 文 を 受 け た こ とを 示 す 「引

合 」 の 印 と実 際 に 商 品 を納 め た こ と を示 す 朱 色 の 丸 印 が

押 され て い る 。

<史 料9>「 引 合 」 の 印

『(注文 簿 断 片)』(史 料 番 号:箱02-28)

11代 目女将 ・千田郁子氏によると,大 正時代の 「唐長」

は大正好景気の影響 を受け沢山の注文を受けていた。一

方で,先 述のよ うに,「唐長」は紙問屋のような仕事 もし

ていた。このことは注文簿類に 「鳥の子」「洋紙」「モミ

紙」な どを取引した記述があることからも明 らかである。

このうち,モ ミ紙 とは色の付いた紙を揉んで模様を出 し

た装飾紙の ことである。モ ミ紙は 「唐長」が職人へ下請

けに出 し,で きあがったモ ミ紙を買い上げ,表 具店へ売

っていた。『(注文簿 断片 大正8年)』(史 料番号:箱

02-28)に は,モ ミ紙専門の職人 として,松 田喜助の名前

が見 られる。 こうした 「唐長」の下請け店については,

注文簿上,「請店」として別項 目を立てて記述 されている。

また,注 文簿 には大正8年7月 にモ ミ紙の販売値段を改

めたことが記 されている。



<史 料10>「(大 正8年7月 モ ミ紙 販 売 価 格 の 改 定)」

『(注文 簿 断 片 大 正8年)』(史 料 番 号:箱02-28)

大正八年七月

モミ紙値段改メ

、はい原 百枚 四円五十五銭

、大倉(モ ミ)百 枚 参円弐十五銭

、荒モ ミ 百枚 弐円七十銭

、小モ ミ 百枚 弐円五十銭

、松皮モ ミ 弐円九十銭

一枚張銀モ ミ手間

、 銀 モ ミ ー 枚

、 中モ ミ ー 枚

荒 モ ミ ー 枚

壱 問 半 張

、 小 モ ミ ー 枚 張 手 間

、 中 モ ミ ー 枚 張 手 間

、 荒 モ ミ

四十五銭

四十三銭

四十銭

三十六銭

三十二銭

三十銭

*下 線 ・()は 筆者による。

②一2冊 子製本型

冊子状に製本 されたもので2冊 あるが,簿 冊中の記述

方法が異なる。

・『(注文簿)大 正十一年十一月』(史料番号:箱01-27)

中表紙 に墨書で 「大正十一年十一月」 と書かれ,「 京

都市東洞院通六角北入 表具用揉紙製造 千田襖紙商

店」の印が押されている。注文簿は,頁 ごとに罫線が引

かれ,1頁 につき9行 からなっている。〈史料11>

『(注文簿)大 正十二年三月』の場合は,取 引先 ごと

に頁が分けられ,日 付順に一件 につき 「日付」「取引先」

「値段」「注文品」「枚数」の順で注文内容が書かれてい

る,毎 月の終わ りに取引高の総計が記 されている。

ヒア リング調査により,本 注文簿に記 された 「取引先」

の多くは表具店であることが判明 してきたが,す べての

店について明 らかにはなっていない。

<史 料11>『(注 文 簿)大 正 十 一 年 十 一 月』(史 料 番 号:

箱01-27)

r覇 一 ■■騨一 一■ヲー 一一 　 　

ド 之 ・}`一 ・Yナ 、21

1蓑齢 葬1難融
郵

灘謬欝
テ1†亭蔀 立三i猟齪幽

・『(注文 簿)大 正 十 二 年 三 月』(史 料 番 号:箱01-28)

中表 紙 に墨 書 で 「大 正 十 二 年 三 月 」 と書 か れ,体 裁 は

先 に挙 げ た 注 文 簿 と同 様 で あ る。

同注 文 簿 に は,大 正ll年(1922)11月1日 か ら大 正

14年(1925)8月 ま で,日 付 順 に 一 件 に つ き 「日付 」 「取

引 先 」「値 段 」「注 文 品 」「枚 数 」の 順 で 注 文 内 容 が 書 か れ,

毎 月 の 終 わ りに 取 引 高 が 記 され て い る。 注 文 を 受 け納 品

した 商 品 に は 朱 色 の 丸 印 が 押 され て い る。

③ 大正時代における唐紙注文の傾向

本項で挙げた 「唐長」が受けた注文簿の うち,注 文内

容 を統計的に読み取 ることができる『(注文簿)大 正十一

年十一月』と 『(注文簿)大 正十二年三月』を用いて,大

正期に 「唐長」が注文を受 けていた唐紙 について、特に

唐紙のサイズに着 目し整理する。

先述のように注文簿には,一 件につき 「日付」「取引先」

「値段」「注文品」「枚数」が記 されている。この うち 「注

文品」の項 目は,<史 料12>に 示す ように 「紙の種類」

「板木の種類」「文様」「加飾方法」の順で書かれている。

表4「 唐紙」の注文内容が書かれた主な帳簿類 No.1～5は 一 連 の 史 料

No. 史料名 年紀 形状 史料番号

1 『(注文簿 断片)』 大 正7～10年

横帳

箱02-04

2 『(注文簿 断片)』 大正8年 箱02-28

3 『(注文簿 断片)』 大 正8・9年 箱02-03

4 『(注文簿 断片)』 大 正9・10年 箱02-01

5 『(注文簿 断片)』 一
箱01-22

6 『(注文 簿)大 正 十 一 年 十 一 月 』 大 正11年11月

冊子製本
箱01-17

7 『(注文簿)大 正十二年三月』 大正12年3月 箱01-18



唐 紙 は,一 枚 の 板 木 で 摺 っ た 紙 を繋 ぎ あ わ せ る こ と に

よ り,一 枚 の襖 を作 る こ とが で き る よ うに 作 られ て い る。

板 木 の 大 き さ は,そ の 時 代 そ の 時 代 で 漉 く こ と が で き る

紙 の 大 き さに 合 わ せ て作 られ た 。現 在,「 唐 長 」が唐 紙 製

作 に 川 い て い る板 木 に は,十 二 枚 張 ・十 枚 張 ・五 枚 張 川

の 三 種 類 あ る。

十 二 枚 張 の 板 木 は,約9寸5分 ×1尺5寸5分 の 大 き

さで,横 二 列 ・縦 六 列 に 並 べ て 貼 り合 わ せ る こ とで 一 枚

の襖 の 寸 法 に な る 。「唐 長 」が所 有 して い る十 二 枚 張 の 板

木 は,主 に 江 戸 時 代 の もの で,現 在,約250枚 を 所 有 し

て い る。

十 枚 張 の 板 木 は,1尺1寸5分 ×1尺5寸5分 の 大 き

さで,横 二 列 ・縦 五 列 に 並 べ て 貼 り合 わ せ る こ とで 一 枚

の襖 の ・J怯に な る 。「唐 長 」が所 有 して い る 十 枚 張 の 板 木

は,明 治 ・大 正 時 代 の も の で,約200枚 を所 有 して い る。

五 枚 張 の 板 木 は,1尺1寸5分 ×3尺1寸 の大 き さで,

縦 一 列 に 五 枚 貼 り合 わせ る こ とで 一 枚 の 襖 に な る。

つ ま り,時 代 に よ っ て,「 唐 長 」 が 注 文 を 受 け る唐 紙

の サ イ ズ は 異 な る と い う こ とに な る。

表2-4と 表2-5は,本 項 で 取 りLげ た 注 文 簿2冊 の 「注

文 品 」欄 に 記 され た唐 紙 の サ イ ズ を 集 計 した もの で あ る 。

ま た,唐 紙 の サ イ ズ と合 わ せ て,モ ミ紙 の 注 文 件 数 も集

計 した 。 モ ミ紙 は,先 述 の よ う に,大 正 時代 に 「唐 長 」

が 取 り扱 っ て い た 装 飾 料 紙 で あ る。 注 文 を受 け た モ ミ紙

に は,大 小 さ ま ざま な 大 き さの も の が あ り,襖 紙 で は な

く屏 風 や 色 紙 な どの 装 飾 材 料 と し て用 い られ た もの も あ

る と考 え られ る。一 方,「 唐 長 」の 唐 紙 見 本 帳 の 中 に はモ

ミ紙 に文 様 を摺 っ た も の もみ られ る。

<史 料12>「 河原町四条上ル末入ル 大森様」

『(注文簿)大 正十二年三月』(史 料番号:箱01-28)

ド 人森様

四廿 六十銭 十枚張白地観世水 十枚

廿七 六円 十枚張きらモ ミ茶きら押瓢たん 六十枚

○ 〆六円六十銭

五 卜九 三円九 卜銭 はい原モ ミ 三 卜枚

二十八 一円六十銭 二尺二寸

沢 二寸銀中モ ミ ニ枚

0〆 五 円五 卜銭一円六 卜銭引

七十 三 弐 円七十六銭 十枚張 白地キラ押小桐 四十六枚

十四 三円三十銭 同玉子地キラ押 うず 五十五枚

同 三円三1一銭 同玉子地布袋桐小 五1五 枚

八十二 九十六銭 十枚張上白地朽木雲 十六枚

〆〇 十円三十二銭

九 卜一 一円四1一銭 渋引地,,,.;押四寸雀形 二1一枚

九十六 弐円四十銭 一半嵐鳥子キラ押観世水 二十枚

同 弐円十銭 十枚張鳥子激キラ押 一分筋 三十枚

*下 線 が 「注 文 品 」 の 項 日

表2-4『(注 文 簿)大 正 十 一 年 十 一 月 』 に お け る 注 文 件 数

N・.取引先 五椥 長+椥 長1+二 枚 モ ミ紙

姉小路
1 17 118 29 3

伏原春芳堂

魚棚通
2 11 3 1 6
木村行香堂

3 物部永明堂 9 7 0 6

伏見新 町四丁 目
4 53 15 2 4
井ノロ精之助

田辺通
5 5 23 1 10
仙堂

柳馬場六角下ル
6 7 11 0 11
浅井

河原町四条上ル末入ル
7 10 21 1 3
大森浅治郎

河原町通上
8 8 4 5 23
大森

新門前
9 1 1 0 0
藤田

10 七里 15 4 2 2

八軒
11 28 21 0 6

中村圓真堂

下寺町
12 4 1 1 0

奥野

ふや町五条五条上ル
13 14 2 0 8

山本

松原
14 0 0 0 0

井筒屋

柳馬場
15 22 3 0 29

八木政治郎

ふるや町四条下
16 2 0 0 0

野口

三条通
17 8 5 0 16

松浦

六角
18 1 7 0 72

赤松凌雲堂

烏丸
19 4 6 0 9

中嶋太 四郎

仏具屋 町五条下ル
20 1 0 0 0

福嶋太郎吉

万青寺
21 1 4 0 7

松本楼

室町四条上ル
22 12 23 0 11

山田温古堂

三条
23 4 0 2 1

松浦

24 伏原春芳堂 72 3 2 8

六角浦小路東
25 0 1 0 5

三浦

26 浅井 3 0 0 0

27 岡墨光堂 1 0 0 0

*太 字は表具店であることが確認できる取引先



表2-5『(注 文簿)大 正十二年三月』における注文件数

年1川 磁 張+枚 張1+赦1モ ミ紙

大 正11 11 12 8 3 24

大 正11 12 18 15 3 30

大正12 1 3 8 1 23

大正12 2 6 12 1 25

大正12 3 8 22 3 36

大正12 4 14 13 1 21

大正12 5 11 22 1 22

大正12 6 6 8 0 17

大正12 7 16 16 2 22

大正12 8 10 12 1 15

大正12 9 26 17 0 19

大正12 10 14 10 3 26

大正12 11 23 11 1 24

大正12 12 25 18 4 37

大正13 1 12 13 3 40

大 正13 2 10 12 3 35

大正13 3 22 11 3 37

大正13 4 8 13 0 31

大正13 5 25 16 2 26

大正13 6 3 13 0 21

大 正13 7 6 9 2 36

大正13 8 16 4 1 26

大正13 9 18 16 3 43

大正13 10 25 25 10 23

大正13 11 38 20 3 30

大 正13 12 42 17 2 44

大正14 1 18 17 0 19

大正14 2 11 10 0 43

大正14 3 25 9 3 53

大 正14 4 15 11 2 36

大 正14 5 34 8 2 35

大正14 6 6 10 1 30

大正14 7 22 16 2 29

大正14 8 21 4 4 31

表2-4は,取 引先別につけられた注文簿 『(注文簿)

大正十二年三月』の集計結果である,注 文された唐紙の

サイズは,店 によりバラつきがみ られ るが,総 じて1二

枚張の注文が少ないことが分かる。取引先の うち,注 文

件数が最も多いのは,表 具店である伏原春芳堂である。

表2-5は,目 付順につけられた注文簿 『(注文簿)人 正

十二年三∫]』の集計結果である。総 じて,モ ミ紙の注文

件数が多いことがわかる。また,五 枚張 ・1赦 張とくら

べて,十 二枚張の注文数が少ないことも明らか となる。

2.3.7現 代 に お け る 「唐 長 」 営 業 形 態 とそ の 転 換

本 研 究 で は,単 に 『千 田家 文 書 』 を整 理 す る だ け で な

く,「 唐 長 」 本 店 で の 史 料 調 査 の 際 は,毎 回,11代 目 当

主 と女 将 か らの ヒ ア リ ン グ調 査 を行 っ た 。 そ の 過 程 で,

「唐 長 」の 販 売 形 態 が11代 日 で 大 き く変 わ っ た こ と が 明

らか とな っ た 。

10代 目 ・千 口長 次 郎 ま で の 唐 紙 の 販 売 形 態 に は3系 統

あ っ た 。 ① 表 具 店 か らの 注 文 を受 け た紙 問 屋 ・襖 問屋 が

「唐 長 」 へ 注 文 す る,② 表 具 店 か ら直 接 注 文 を 受 け る,

③ 顧 客 か ら個 別 の オ ー ダ ー を受 け る とい うも の で あ る。

こ の3系 統 は,先 述 した 大 正 時 代 以 降 の 「唐 長 」 注 文 簿

類 か ら も読 み 取 る こ とが で き る。

しか し,一 住 宅 あ た りの 和 室 の 数 が少 な く な り,襖 ・

壁 紙 の 需 要 が 少 な くな っ た11代 目 ・千 閏 堅 占 の代 で は,

「紙 問 屋 ・襖 問 屋 や 表 具 店 を通 した 相 手 の 顔 が 見 え な い

仕 事 よ りも,顧 客 の 要 望 を 直 接 聞 い た方 が,相 手 に気 に

入 っ て 貰 え る仕 事 が で き る 」 と い う考 え か ら,個 別 展 開

を試 み た 。 そ の 過 程 で,唐 紙 の 宣 伝 の た め,展 覧 会 ・雑

誌 やTVな ど メ デ ィア か らの 取 材 を受 け,唐 紙 文 化 の啓 蒙

に努 め た 。 ま た,本 店 だ け で な く,「 三 条 サ ロ ン 」 「四 条

サ ロ ン(現,K⊥RAKARACHO)」 の2店 舗 を新 設 した。 特 に

「三条 サ ロ ン で は,マ ン シ ョン の 一 室 を リフ ォ ー ム し,

実 際 に唐 紙 を使 っ た 室 内 を 見 せ る シ ョー ル ー ム と し た。

さ ら に,襖 ・壁 紙 と して 川 い られ て き た唐 紙 を 文 房 具 ・

食 器 な ど身 近 な も の に 使 っ た 製 品 を 販 売 す る こ と に よ り,

唐 紙 を よ り身 近 に親 し め る よ うな 商 品 を 展 開 した 。 こ れ

らの こ と を通 して,現 代 の 日本 住 宅 に唐 紙 を 取 り入 れ て

貰 え る よ う工 夫 して きた とい う。

3.お わ りに

本 研 究 助 成 で は,京 唐 紙 の 老 舗 「唐 長 」 に伝 わ る 『千

田家 文 書 』 を整 理 し,日 本 住 宅 に 川 い られ た 京 唐 紙 の 実

態 を 明 らか に す る た め に,『 千 閏家 文 書 』 の 中 か ら,「 唐

長 」 の 経 営 に 関 わ る 文 書 類 を取 り上 げ,主 要 な 史 料 の 解

題 を 記 す こ と を試 み た 。

これ に よ り明 らか に な っ た こ とは 次 の 通 りで あ る。

・「唐 長 」 は,寛 永 年 間 に,初 代 ・長 右 衛 門 が 当初 は 副

業 と して 始 め,本 業 と した 。

・「唐 長 」 は 天 明 の 大 火 で ,唐 紙 製 作 に 重 要 な 板 木 の 殆

ど を 焼 失 した と言 い 伝 え られ て き た が,人 火 か ら3年

後 の 寛 政3年(1791)に は 復 興 して い る。

・「唐 長 」 は ,文 化 元 年(1804)～ 明 治8年(1875)の

問 に 薬 種 業 を兼 業 し 「安 圓 湯 」 と い う安 産 薬 を 扱 っ て

い た。

・明 治 時 代 に入 り唐 紙 の 需 要 が 減 る 中 ,8代 目 ・千 田

長 右 衛 門 は 様 々 な 博 覧 会 ・品 評 会 に 作 品 を 川 し た が,

幾 つ か の 新 しい 製 法 を生 み 出 した 。

・人 正 時 代 に 人 る と ,大 正 好 景 気 の 波 に押 され て,「 唐



長」も好景気 となったが,こ の時期に特に多く注文を

受けていたのは 「モ ミ紙」と呼ばれる装飾料紙である。

・10代 目 ・長次郎までの唐紙販売形態は主に表具店か

らの注文を受ける形で行われていたが,11代 目か らは

顧客 と相対す る形の営業形式に転換す るとともに,唐

紙 をよ り身近に感 じて貰 うための工夫 として異業種 と

のコラボレーションを積極的に行ってきた。

以上のことから,「唐長」は,時 代の変化に柔軟に対応

し,「唐紙」の製法を進化 させた り販売形態を変えながら,

「唐紙」文化を守 り続けてきたことが明 らかとなる。

なお,本 稿で取 りLげ た 『千閏家文書』の史料は一部

で,ま だ解読できていない文書 もある。

また,冒 頭で述べた 『千口家文書』を構成す る三要素,

イ;「唐長」の経営に関わる文書類(唐 紙の注文書 ・見本

帳や経営記録),ロ;東 洞院三文字町の自治に関す る文書

類,ハ;千 田家家族の記録のうち,ロ;東 洞院二文字町

の自治に関する文書類,い わゆる町会文書に相当す る史

料群は,江 戸時代か ら明治時代 にかけての京都 ・東洞院

二文字町の変遷を知る上で非常に貴重である。

引き続き,『千 閏家文書』を研究す ることで,口 本住宅

史の立場から住宅の変化 と京唐紙産業の実態 との関係 を

明らかにす るとともに,都 市史の視点か ら東洞院二文字

町の変遷についても明らかにしていきたい。
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